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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第４区分
【発行日】平成21年8月6日(2009.8.6)

【公表番号】特表2009-514127(P2009-514127A)
【公表日】平成21年4月2日(2009.4.2)
【年通号数】公開・登録公報2009-013
【出願番号】特願2008-520175(P2008-520175)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ   7/007    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/24     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/0045   (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/125    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ   7/007   　　　　
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５２２Ｐ
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５７１Ｂ
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５７１Ｘ
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５２２Ａ
   Ｇ１１Ｂ   7/0045  　　　Ｂ
   Ｇ１１Ｂ   7/125   　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成21年6月19日(2009.6.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インナー領域（ｉｎｎｅｒ　ａｒｅａ）、データ領域及びアウター領域（ｏｕｔｅｒ　
ａｒｅａ）をそれぞれ含む複数層記録媒体であって、
　少なくとも前記インナー領域に割り当てられた第１テスト領域及び制御情報領域を有す
る第１層であって、前記制御情報領域はウオッブル形態にエンボシングされている、第１
層と、
　前記インナー領域に割り当てられた少なくとも第２テスト領域及び管理領域を有する第
２層と、
を備え、
　前記第１層のテスト領域は、入射ビームに対して前記第１層に隣接する第２層に割り当
てられた管理領域と物理的に同じ位置に配置されておらず、前記制御情報領域は、入射ビ
ームに対して前記第２層の前記第２テスト領域と部分的又は全体的に同じ位置に物理的に
配置されていること
　を特徴とする記録媒体。
【請求項２】
　前記第１及び第２テスト領域は、各層に対して最適パワー制御（ＯＰＣ）領域であるこ
とを特徴とする請求項１に記載の記録媒体。
【請求項３】
　前記第１層に割り当てられた第１テスト領域は、入射ビームに対して前記第２層の第２
テスト領域と物理的に同じ位置に配置されないことを特徴とする請求項２に記載の記録媒
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体。
【請求項４】
　前記管理領域は、１回のみ書込み可能な録媒体記録層の臨時ディスク管理領域（ＴＤＭ
Ａ）であることを特徴とする請求項１に記載の記録媒体。
【請求項５】
　各層に割り当てられた全てのＴＤＭＡは、入射ビームに対して物理的に同じ位置に配置
されることを特徴とする請求項４に記載の記録媒体。
【請求項６】
　前記第２層にデータを記録するための前記データ領域は、入射ビームに対して、前記第
１層の前記第１テスト領域と物理的に同じ位置に配置されないことを特徴とする請求項１
に記載の記録媒体。
【請求項７】
　前記第２層の予備領域は、入射ビームに対して前記第１層の前記第１テスト領域と物理
的に同じ位置に配置されることを特徴とする請求項１に記載の記録媒体。
【請求項８】
　前記第２層のバッファゾーンは、入射ビームに対して前記第１層の前記第２テスト領域
と物理的に部分的又は全体的に同じ位置に配置されることを特徴とする、請求項１に記載
の記録媒体。
【請求項９】
　前記記録媒体は、１回のみ書込み可能なＢＤ－Ｒ（Ｂｌｕ－ｒａｙ　Ｄｉｓｃ　Ｒｅｃ
ｏｒｄａｂｌｅ）であることを特徴とする請求項１に記載の記録媒体。
【請求項１０】
　複数層記録媒体にデータを記録する方法であって、
　ａ）第１層の第１テスト領域又は第２層の第２テスト領域で記録パワーをテストし、最
適記録パワーを決定する段階と、
　ｂ）前記決定された最適記録パワーでデータを記録し、データ記録による制御情報を、
前記第１層及び／又は前記第１層に隣接した第２層に割り当てられた管理領域に記録する
段階と
を備え、
　前記第１層の前記第１テスト領域は、入射ビームに対して前記第２層の管理領域と物理
的に同じ位置に配置されておらず、前記第１層にウオッブル形態でエンボシングされてい
る制御情報領域は、入射ビームに対して前記第２層の前記第２テスト領域と部分的又は全
体的に同じ位置に物理的に配置されていることを特徴とする方法。
【請求項１１】
　前記第１及び第２テスト領域は、テストデータを記録し、前記最適記録パワーを決定す
るための最適パワー制御（ＯＰＣ）領域であり、
　前記テストする段階は、前記第１又は第２テスト領域の前記テストデータを記録するこ
とを含むこと
　を特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記管理領域は、１回のみ書込み可能な記録層の臨時ディスク管理領域（ＴＤＭＡ）で
あり、
　前記記録する段階は、臨時制御情報を前記ＴＤＭＡ記録すること
　を特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　記録媒体にデータを記録する装置であって、
　前記記録媒体にデータを記録するように構成されたピックアップ部と、
　前記記録媒体に含まれた第１層の第１テスト領域又は第２層の第２テスト領域で記録パ
ワーをテストするように前記ピックアップ部を制御し、前記テストに基づいて最適記録パ
ワーを決定し、前記決定された最適記録パワーでデータを記録するように前記ピックアッ
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プ部を制御し、前記第１層又は前記第１層に隣接する第２層に割り当てられた管理領域に
前記データ記録に従って制御情報を記録するように前記ピックアップ部を制御するように
構成された制御部と
を備え、
　前記第１層の第１テスト領域は、入射ビームに対して第２層の管理領域と物理的に同じ
位置に配置されておらず、前記第１層にウオッブル形態でエンボシングされている制御情
報領域は、入射ビームに対して前記第２層の前記第２テスト領域と部分的又は全体的に同
じ位置に物理的に配置されていることを特徴とする装置。
【請求項１４】
　前記第１及び第２テスト領域は、テストデータを記録し、前記最適記録パワーを決定す
るための最適パワー制御（ＯＰＣ）領域であり、
　前記制御部は、前記ピックアップ部を制御し、前記テストデータを記録することにより
前記最適記録パワーを決定するように構成されていること
　を特徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記管理領域は、１回のみ書込み可能な記録層の臨時ディスク管理領域（ＴＤＭＡ）で
あり、
　前記制御部は、前記ピックアップ部を制御し、臨時制御情報を前記ＴＤＭＡに記録する
ように構成されていること
　を特徴とする、請求項１３に記載の装置。
【請求項１６】
　各層に割り当てられた各ＴＤＭＡは、前記入射ビームに対して物理的に同じ位置に配置
され、
　前記制御部は、前記ピックアップ部を制御し、前記第２層の前記ＴＤＭＡを越えて前記
第１層の前記ＴＤＭＡにデータを記録するように構成されていること
　を特徴とする、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記制御部は、前記ピックアップ部を制御し、前記入射ビームに対して前記第２テスト
領域を越えて前記制御データ領域に含まれる制御データを読み取るように構成されている
ことを特徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項１８】
　前記制御部は、前記ピックアップ部を制御し、前記第２層の予備領域を越えて前記第１
層で前記記録パワーをテストするように構成されていることを特徴とする請求項１３に記
載の装置。
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